
第 34 章：美貴子の思惑 

路子 in 宙敬：「そんなことないと思うけど…でも…あたし、ヒロ君と入れ替われて良かっ

たよ💕」 

美貴子 in 路子：「俺もだよ…」 

 

 美貴子 in 路子は、服を脱ぐと、その姿をさらけ出した。二人の気持ちが更に高揚する…

お互いの唇が接触し、舌を絡め合う。互いの唾液が交換され、そしてそれをごくんっと飲

み込んで行った。唇が離れて見つめ合う二人…路子 in 宙敬は、さきほどまでよりも頼もし

く、美貴子 in 路子は、淑やかな雰囲気になっていた… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美貴子 in 路子：「明日、美貴子さんに会ってくるよ…変なことを考えないように話してく

る…」 

路子 in 宙敬：「一人で大丈夫？エッチなことされたり、カラダを入れ替えられたりしたら

…」 



美貴子 in 路子：「大丈夫！俺は、路子のカラダで 5 回以上逝ってるから…仮に美貴子さん

にもう 1 回入れ替わるチャンスがあっても入れ替われないはずだよ！」 

路子 in 宙敬：「あたしも一緒に…あたしも魂がヒロ君のカラダに固定されているから…」 

 路子 in 宙敬は、心配そうな様子だった。 

 

美貴子 in 路子：「路子は美貴子さんに誘惑されちゃうかもしれないから、ここにいた方が

いいかな…路子が誘惑されちゃうとこなんて、俺、見たくないから…」 

美貴子 in 路子は、そう言って路子 in 宙敬を説得し、翌日、宙敬 in 美貴子と連絡を取っ

て、久し振りに美貴子の部屋を訪れた。 

 

美貴子 in 路子：「この部屋に入るのも久し振りね。」 

宙敬 in 美貴子：「え…そんなことを言うなんて…やっぱり路子のカラダにいるのは、美貴子

さんなのか？」 

美貴子 in 路子：「ええ…でも宙敬君は、これからずっとわたしのカラダよ。」 

 美貴子 in 路子が正体を明かすと、宙敬 in 美貴子にその事実も告げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 宙敬 in 美貴子は、信じられないといった様子で、スマホにお互いの名前を書いて、美貴

子 in 路子と入れ替わろうとしたが、カラダが変わることはなかった。そこで美貴子 in 路子

が入れ替われない理由を教えた。 

宙敬 in 美貴子：「そうか…」 

美貴子 in 路子：「わたしのカラダで気持ち良いこともしたんでしょ？」 

 

宙敬 in 美貴子：「…」 

 沈黙する宙敬 in 美貴子に追い打ちをかけるように美貴子 in 路子が続けた。 

美貴子 in 路子：「別にいいのよ。責めている訳じゃないから。それにもうそのカラダは、あ

なたのモノだし…わたしも路子ちゃんといるときは、あなたのフリをして生活しているん

だから。」 

宙敬 in 美貴子：「路子は…俺のカラダなんですよね？俺がこのカラダだってわかれば…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 35 話：美貴子の魅惑の提案 

 美貴子 in 路子は、宙敬 in 美貴子のすべてを言い終わる前に遮った。 

美貴子 in 路子：「路子ちゃんは、完全にわたしが宙敬だって思っているわ。」 

宙敬 in 美貴子：「そうか…今更俺が名乗り出ても混乱させるだけか…」 

 その言葉を聞いて、美貴子 in 路子は、諦めたような表情でため息をついた。 

 

美貴子 in 路子：「あなたがわたしになりたかったのは、知ってるわ。最初に味わった女の快

感をもう一度体験して元のカラダに戻りたかったんだろうけど…1 年間、わたしになってみ

てどう？まだ元の男の…宙敬君のカラダに戻りたいって思ってる？」 

宙敬 in 美貴子：「…俺は戻りたくない…俺のカラダになっている路子は…どうなんですか？」 

 その答えを聞いて、美貴子 in 路子は、期待通りとニヤリとして振り返った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美貴子 in 路子：「安心して…あなたのカラダを気に入って使いこなしているわ。あなたのこ

とを良く知っているだけあって完璧にあなたになり切ってる…わたしも毎晩のように路子

ちゃんに愛してもらってるわ💕元の自分のカラダだから、感じるトコもよくわかってる💕」 



宙敬 in 美貴子：「そうか…それなら良かった。路子も俺も美貴子さんも入れ替わったカラダ

で満足しているってことか…」 

美貴子 in 路子：「物分かりがいいね。条件次第で路子ちゃんに逢わせてあげてもいいのよ。」 

 美貴子 in 路子がそう持ち掛けると、宙敬 in 美貴子は、その話にくいついてきた。 

宙敬 in 美貴子：「俺のカラダじゃないのに、美貴子さんに見られると恥ずかしいな…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宙敬は、美貴子のカラダで下着姿になっている。路子に逢う条件として美貴子が提示した

のは、まず元の自分のカラダを久し振りに見たいということだった。 

美貴子 in 路子：「恥ずかしいのは、自分のカラダとして認識しているからよ💕でも安心し

たわ。プロポーションは保ってくれているようだし…ちゃんと女性の下着も身につけてく

れてて。可愛いわよ💕姿勢や仕草だって女性にしか見えない…」 

 

宙敬 in 美貴子：「それはまあ…そうしないと変な風に周りから思われますから…」 

美貴子 in 路子：「その様子だと、意識すれば、女性の言葉遣いもできるんでしょ？」 

宙敬 in 美貴子：「はい…ただ女性として振舞うと、かなり気を遣うので未だに疲れます…」 

美貴子 in 路子：「それなら、わたしといるときは、そんな気を遣わずに元のカラダのまま振

舞うといいわ。そうすれば、あなたの望む理想の生活を送れるんじゃなくて？」 

 



第 36 話：演技 

 数日後、宙敬 in 美貴子が路子 in 宙敬の前に姿を現した。 

宙敬 in 美貴子：「宙敬君、この間はゴメンね。わたし…ちょっと混乱していて…でも元気そ

うで良かった！」 

 宙敬 in 美貴子は、愛おしそうな表情と言葉で路子 in 宙敬を包み込んだ… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路子 in 宙敬：「…ヒロ…君？」 

 一瞬、固まる路子 in 宙敬の股間を美貴子 in 路子がそっと撫でる…すると、路子 in 宙敬

は、ぴくんっと反応して短く喘ぎ、我に返ると取り繕って言葉を続けた。 

路子 in 宙敬：「美貴子さんも落ち着いたようで良かったです…」 

 

 二人は、それから距離を保ちつつも談笑していた。その様子は、恋人と言うより、仲の良

い姉弟という感じだった。その後、宙敬 in 美貴子は、ホテルで美貴子 in 路子と待ち合わせ

た。 

 



美貴子 in 路子：「上手くわたしを演じきっていたわね。最後の一言は余計だったけど…」 

宙敬 in 美貴子：「すみません…思わず口に出てしまって…」 

美貴子 in 路子：「まあいいわ。ご褒美よ。さっきまでの女の…わたしの仮面を脱ぎ捨てて、

本当のあなたをさらけ出して、わたしに見せて💕どんな姿でもわたしは、それを受け入れ

るから💕」 

 

すると、宙敬 in 美貴子は、今までの表情を豹変させ、勝ち誇った表情となると、足をが

ばっと開いて豪快に椅子に座った。 

宙敬 in 美貴子：「…入れ替わり成功だ！これで美貴子さんのカラダは俺のモノだ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美貴子 in 路子：（わたしのカラダを奪い取ったって思いたいのね。それなら…） 

「止めて！わたしのカラダでそんな表情をしたり、ガサツな仕草をしないで！」 

宙敬 in 美貴子：「…嫌だね！このカラダは俺の好きなように使うんだ！」 

美貴子 in 路子：「わたしのカラダは繊細なの…あなたが使いこなせる訳…」 

 



 宙敬 in 美貴子が言葉を遮った。 

宙敬 in 美貴子：「そうでもないぞ！俺が乗り移ったことで、乳首はぴんっと立ち、ここも既

に愛液でぐしょぐしょになってる…俺の方がこのカラダを使いこなせるんだ！」 

 

 宙敬 in 美貴子は、股を開き、股間を見せつけると、近づいた美貴子 in 路子は、その様子

に愕然とする…フリをした。 

美貴子 in 路子：（その言葉は本当のようね…わたしじゃこんな風にならない…ふふっ💕） 

美貴子 in 路子：「止めて～！お願い…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そんな声を聞かずに宙敬 in 美貴子は、欲望のままにオナニーを続け、果てた…逝く瞬間

の表情がかつての美貴子と同じことを美貴子 in 路子は、見逃さなかった。 

美貴子 in 路子：（ここまでわたしのカラダを気に入ってくれて嬉しいわ💕） 

 

 

 



後日談 

 ホテルの一室に二人の女性が不敵な笑みを浮かべて座っている。 

美貴子 in 路子：「今日はすいぶん派手な衣装をしているのね…」 

宙敬 in 美貴子：「ええ…せっかくスタイルのいいカラダなんですから、それを感じることが

できる格好をしたいと思いまして…」 

 宙敬 in 美貴子は、そう言いながら胸を見せつけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美貴子 in 路子：「ふふ…そんな誘惑しても元のわたしのカラダなんだから効かないわよ。」 

宙敬 in 美貴子：「美貴子さんが俺のカラダだったら…堕とせると思うんですけどね（笑）」 

美貴子 in 路子：「そうね…わたしもたまに男になって、与える側の快感を味わってみたいと

思うわ💕でも…今のこのカラダでもできることはあるのよ。今からしてあげるわ💕」 

 

 美貴子 in 路子は、そう言って宙敬 in 美貴子の背後に回ると、後ろから元の自分のカラダ

を弄び始めた。あっという間に快感が今は宙敬のモノとなった美貴子の脳に直接届く。 

宙敬 in 美貴子：「ああ💕やっぱりいい💕美貴子さんの…いや…俺のカラダ…自分でするの

よりもずっと気持ちいい💕ああ…美貴子さん、これからも俺を気持ちよくしてください💕」 

美貴子 in 路子：（うふ💕可愛いものね…これでこっちも大丈夫かしら💕） 



 そして、別の日、別のホテルでは、若い二人の男女が浴室で見つめ合っている…だが、女

の方は、豪快で男のような口調と仕草で、男の方は、可愛らしく女のような言葉遣いと雰囲

気を醸し出している。 

美貴子 in 路子：「路子…俺のカラダにいても可愛いさが伝わってくるよ💕今日も俺がたっ

ぷり可愛がってあげるからね💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美貴子 in 路子は、路子 in 宙敬の手を引いて抱き寄せた。路子の柔らかい肌の感触と心地

良い香りが路子のモノとなった宙敬の脳に届き、お〇んちんが自然と大きくそそり立った。 

路子 in宙敬：「嬉しい💕でもあたしが男だから…あたしがヒロ君を可愛がってあげるわ💕」 

 路子 in 宙敬は、脳に注がれる衝動のままに自分のものとなったお〇んちんを元の…路子

のカラダに密着させた。 

 

美貴子 in 路子：「路子のここ、すごく熱く大きくなってるよ。俺以上だね。」 

路子 in 宙敬：「あたし…すごく幸せだよ💕あたしたち入れ替わって良かったね💕」 

二人は、再び見つめ合い濃厚なキスをすると、何度もカラダを重ね愛し合った。 

美貴子 in 路子：（路子ちゃんのカラダ、しばらく楽しめるわね💕歳をとってきたら、若い

男の子を誘惑してカラダを交換すれば…だってわたしはまだその権利が残ってるしね💕） 


